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 第 　少年の非行防止と健全育成活動第 　少年の非行防止と健全育成活動７７
 

 

 

  　　道内の非行少年は昭和58年を境に減少を続け、平成５年以降は5,000～6,000人台で推移し、

 　　平成27年には1,000人台まで減少しました。

令和６年の非行少年は1,586人で、前年に比べて211人（15.3％）増加し、このうち刑法犯で

 検挙・補導した少年は1,334人で、前年に比べて172人（14.8％）増加しました。

20歳以上の者を含む全刑法犯検挙人員に占める犯罪少年の割合は10.8％で、全国の11.3％を

下回りました。刑法犯で検挙した犯罪少年の人口比（同一年齢層の少年人口1,000人当たりの刑

 法犯で検挙した犯罪少年の比率）は3.9ポイントで、全国の3.4ポイントを上回りました。

特別法犯で検挙・補導した少年は252人で、前年に比べて42人（20.0％）増加し、そのうち薬

 物事犯で検挙した少年は66人で、前年に比べて２人（2.9％）減少しました。

      令和６年に補導した不良行為少年は１万2,984人で、前年に比べて441人（3.5%）増加しまし

　　た。行為別では喫煙が6,256人で最も多く、学職別では高校生が4,986人で、補導した不良行為

 　　少年の約４割を占めています。

 少年の非行防止には、早期発見と適切な対処が重要であることか

 ら、街頭補導活動を強化するとともに、少年に手を差し伸べる立ち

 直り支援活動や非行防止教室の開催など、関係機関や団体と連携し

 た「非行少年を生まない社会づくり」を推進しています。

 

 

 　　　【                                                （人）非行少年の検挙・補導状況】

   刑法犯 特別法犯 ぐ犯   

 
総数

小計 小計 少年犯罪少年 触法少年 犯罪少年 触法少年

 ２年      967     815     544     271    149     133      16       3   

 ３年      986     823     524     299    162     154       8       1

 ４年    1,054     879     588     291    175     168       7       0   

 ５年    1,375   1,162     829     333    210     186      24       3

６年    1,586   1,334     959     375    252     213      39       0   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 非行少年：犯罪少年、触法少年及びぐ犯少年をいう。

 犯罪少年：罪を犯した14歳以上20歳未満の者をいう。

 触法少年：刑罰法令に触れる行為をした14歳未満の者をいう。

ぐ犯少年：保護者の正当な監督に服さない性癖があるなど、一定の事由があって、その性格又は環境から

 　　　　  判断して、将来、罪を犯し、又は刑罰法令に触れる行為をするおそれのある少年をいう。
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【非行少年の男女別推移】

男子 女子
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【凶悪犯の推移】

殺人 強盗 放火 不同意性交等

凶 悪 犯：殺人、強盗、放火及び不同意性交等（令和５年７月までは強制性交等）をいう。
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【初発型非行の推移】

万引き オートバイ盗 自転車盗 占有離脱物横領

初発型非行：万引き、オートバイ盗、自転車盗及び占有離脱物横領をいう。
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 （1）　 少年サポートセンター

北海道警察では、警察本部及び各方面本部に補導

活動、少年相談、虐待やいじめ等の被害に遭った少

年の支援、少年の健全育成や非行少年の立ち直り支

援等の各種少年問題に専門的に対応する「少年サポ

ートセンター」を設置しています。警察本部の少年

サポートセンターは民間施設（札幌市中央区北１条

西７丁目プレスト１・７ビル）内にあり、相談者が

利用しやすい環境にあります。

 　                                                       　 【少年サポートセンター】
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【校内暴力の検挙・補導件数の推移】

小学 中学 高校

 ○　警察が取り扱った校内暴力事件は30件で、前年に比べて18件増加

 ○　小学校で３件、中学校で18件、高校で９件

○　教師に対する暴力が４件、生徒間暴力が25件、施設損壊が１件
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【不良行為少年の推移】

男子 女子

○　飲酒、喫煙、深夜はいかい等により警察が補導した少年は１万2,984人で、前年に

 　比べて441人増加

○　飲酒、喫煙、深夜はいかいが全体の87.7％
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 ○　少年の居場所づくり活動

少年サポートセンターでは、少年の規範意識の醸成や立ち直り支援を目的とした少年の

 居場所づくり活動（通称 プラン、 ＝「少年が居場所をつくる」ＪＵＭＰ Juvenile Make Place

の意味）を推進しており、少年補導員や学生ボランティア「Ｊｕｍｐｅｒｓ（ジャンパー

ズ 」等の協力を得て、家庭や学校、関係機関・団体等と連携し、社会参加活動、ボランテ）

 ィア体験、農業体験、学習支援、就労支援活動等を実施しています。

、 、 、令和６年中は 関係機関・団体の協力を得て 料理教室やスポーツなどの社会参加活動

 野菜の植付けから収穫までの農業体験 食のイベントを通じた就労支援等を実施しました、 。

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 　　　　　　  【ザリガニ防除体験】 【農業体験】　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  

  ○　少年補導

 少年の非行を防止するためには、問題行動を早期に発見

 し 適切な措置をとることが重要です そのため 繁華街、 。 、 、

 ゲームセンターやカラオケ店等、多くの少年が利用する場

 所において不良行為少年を発見・補導し、少年や保護者に

  必要な指導・助言を行っています。

 また、サイバーパトロールによって発見した、ＳＮＳ上

 の児童の性被害につながるおそれのある不適切な書き込み      

【街頭補導】に対し、注意喚起のメッセージを投稿するなどの取組も行 　　　　 

っています。

 

 （2） スクールサポーター制度　

学校内外における児童生徒の非

行防止や安全確保等に関する学校

の活動を支援するため、退職した

警察官等をスクールサポーターと

して委嘱し、学校の要請に基づい

 て派遣しています。

令和６年中は、８人のスクール

サポーターが札幌市教育委員会管














